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略語一覧

AAA：腹部大動脈瘤
ACS：急性冠症候群
CDC：Centers for Disease Control and Prevention
DIC：播種性血管内凝固
EP：異所性妊娠
IVP：経静脈性腎盂造影検査
KUB：腹部単純 X 線検査（kidney，ureter，bladder）
LR：尤度比
MDCT：マルチスライス CT
NOMI：非閉塞性腸間膜虚血
NPV：陰性適中率
NSAIDs：非ステロイド性抗炎症薬
NSAP：非特異的腹痛
OR：オッズ比
PCT：プロカルシトニン
PID：骨盤内炎症性疾患
PPV：陽性適中率
RR：相対リスク
SBP：特発性細菌性腹膜炎
SLE：全身性エリテマトーデス
SMA：上腸間膜動脈
US：超音波検査

英語で obstruction と ileus は意味が異なるが，日本語訳では腸閉塞と同一表記することが多い。本ガイドライン
では，本来の意味に準じては bowel obstruction を腸閉塞（機械的閉塞による）と，ileus をイレウス（麻痺性）と表記
する。CQ1 参照。


